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気象衛星「ひまわり」物語

令和元年８月２日

気象予報士 吉永泰祐

（元運輸省運輸政策局技術安全課 航空・宇宙担当専門官 １９９３－９４年度）

（元気象庁気象衛星室 課長補佐 ２０００－２００３年度）



構 成

• 世界における「ひまわり」の位置づけ

• 歴史

• １号から５号まで スピン衛星

• ６号以降 ３軸制御衛星

• 得られた画像

• 打ち上げロケット
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WMO 世界気象監視計画
最初の計画は昭和４２年（１９６７）

気象庁で採択したのは昭和４５年
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ひまわりの運用の歴史 その１
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運用開始までに予算要求作業 約２年
５号までは随意契約を経て衛星の製作期間が５年



ひまわりの運用の歴史 その２

2019/9/75

運用開始までに予算要求作業 約２年
運多では国際競争入札を経て衛星の製作期間が５年



１号から５号まで （スピナー）

太陽電池
パネル

通信用
アンテナ

カメラの
開口部

機能
・気象観測
・観測結果の放送
・離島などの観測
結果の収集



ひまわり５号のカメラ（上下逆）

撮影場所
を決める
ための鏡

反射
望遠鏡

波長を分
ける

プリズム

波長毎
の放射
強度計

クーラー



画像の取得

GMSシリーズ

VISSR:Visible and Infrared Spin Scan Radiometer

北極から南極
まで撮影に
３０分



６号以降 （３軸制御衛星）

運輸多目的衛星新１号（米国SS/L社）

航空ミッ
ション用
アンテナ

太陽電池
パネル

ソーラー
セイル

地球向き
パネル
詳細は次



運多 新１号の地球向きパネル

カメラの
ふた

カメラの
冷却装置

気象用の
アンテナ



運多のカメラ（反射望遠鏡）



ひまわり６号

画像の取得

北極から南極
まで２０分
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0010UTC

0015UTC

0020UTC

0010UTC

噴煙検出なし

0015UTC

噴煙検出

0020UTC

噴煙検出
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1982年6月24日、ロンドンからニュージーランドのオークランドに向

かっていたブリティッシュ・エアウェイズのボーイング747が、インド

ネシアのグルングン火山の噴火による噴煙の中を飛行中に、エン

ジンに火山灰が詰まり、4基とも停止し、同機は滑空状態となった。

ゼロに近い確率だといわれていた四発機の全エンジン停止という、

未曾有の事態に乗員達は悪戦苦闘を重ね、どうにかエンジンの再

始動に成功し、ジャカルタへの着陸に成功。死傷者は出なかった。

それまで何も講じられていなかった航空路における火山の噴煙へ

の対策が世界的に急がれるきっかけとなった事故である。
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各地で急発達する積乱雲群

2013年7月27日10時～17時
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利尻島風下側のカルマン渦

2013年8月2日9時～15時

2013年8月2日9時
地上天気図



Meteorological Satellite Center (MSC) of JMA

海面水温の算出
• 赤外バンドは、雲がなければ、海面からの赤外放射と、大気中の水蒸気か
らの赤外放射を観測

• 水蒸気からの放射特性が異なる複数の赤外画像を利用して、水蒸気からの
放射量を算出

• 水蒸気からの放射量を差し引き、海面からの赤外放射を算出

• 海面からの赤外放射を、海面温度に変換（プランクの法則）

推定した海面水温（最終製品）赤外輝度温度(11μm、窓領域)
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※雲を取り
除いた地点



Meteorological Satellite Center (MSC) of JMA

山火事の検出 3.7μ,-11μm画像
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2009年2月
オーストラリアの山火事

（黒：3.7μmの方が輝度温度高い）

差：41K

まわり
差：1K



Meteorological Satellite Center (MSC) of JMA
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カメラの動き

2019/9/727

北極から
南極まで
１０分



2019/9/728



種子島宇宙センターにて



世界気象衛星観測網 （最近）

2019/9/730



気象衛星「ひまわり」とは

・ひまわりは、昭和５２年の初画像取得以来

42年間、地球環境のモニターを途絶えること
なく行ってきました。

・これからも観測を継続していきたいと思い
ますので、ご支援をお願いします。



資料の出典
（各資料に講師が説明を加筆している場合がある）

• 気象庁HP

• 気象衛星センターＨＰ

• 気象庁パンフレット
– 運輸多目的衛星による気象観測

– Ｈ－ⅡＲＯＣＫＥＴ ８Ｆ ＰＲＥＳＳ ＫＩＴ

• 宇宙開発事業団パンフレット
– GMS-5

• ㈱ロケットシステムパンフレット
– 運輸多目的衛星打ち上げMISSION BOOKLET

2019/9/732


